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　各地域から推薦・募集された人で構成する同委員会
は、農業者の減少により遊休農地が増える中、現地で
耕作の状況を確認するなど、将来にわたり農地を有効
活用するため活動しています。

　農業の担い手不足や農作物の生産量減少、遊休農地
増加などの問題に対応するため、農作業を支援してい
ます。

農繁期の労働力不足や高齢化によ
り、作業をするのに苦慮する農家の
農作業を支援

農業法人を設立し、市町村による認
定農業者など担い手農家が耕作でき
ない農地の引き受け

担い手農家で結成された津安芸地区
受託部会による農作業の請け負い
(ＪＡ津安芸)

支援窓口を強化するため、営農セン
ターを農作業支援センターに改編
(ＪＡ三重中央)

津の農林水産物ＰＲキャラクター
つ乃めぐみ

農地パトロールによる田畑の利用状
況の確認や農地所有者の意向把握

新しく農業を始めようとする人から
希望の農地などを聞き、遊休農地の
所有者との貸し借りの結び付け

遊休農地でよもぎを栽培したり、市
民農園にしたりするなどして有効活
用

例えば

例えば

地域別会議

農地パトロール

苗の育成

キャベツの定植

田植え

タッグを組んで地域農業を考える


